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はじめに

このマニュアルは、Hitachi Virtual Storage Platform 360 のインストール方法を説明しています。

 製品バージョン

 対象読者

 マニュアルについて

 製品入手方法

 マニュアルに掲載している画面図

 サポート

 マニュアルで使用する記号について

 発行履歴
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製品バージョン
このマニュアルは、Hitachi Virtual Storage Platform 360 バージョン 1.3.0 以降に適用されます。

対象読者
このマニュアルは、次の方を対象読者として記述しています。

• Hitachi Virtual Storage Platform 360 を使用するお客様

• ストレージシステムの運用に関する知識がある方

マニュアルについて
このマニュアルは、英文マニュアルを翻訳して作成されているため、日本国内では未サポートの機
能が含まれる場合があります。詳細はリリースノートをご参照ください。

製品マニュアルは、日立ヴァンタラのドキュメントサイトおよび日立ソフトウェアデジタルデリバ

リーから入手できます。

• 日立ヴァンタラのドキュメントサイト

• 日立ソフトウェアデジタルデリバリー

製品リリース後に重要な情報が更新される場合があるため、サイトの最新のマニュアルをご確認く

ださい。

なお、英文ドキュメントには国内で未サポートの機能が含まれる場合があります。

製品入手方法

製品はダウンロードによるご提供をしています。ダウンロードサイト（日立ソフトウェアデジタル

デリバリー（https://d-delivery.ext.hitachi.co.jp/））にアクセスし、会員 ID またはサポートサービ

ス ID 情報を入手頂き、日立営業窓口へご連絡ください。

ダウンロード準備完了のメールが届きましたらダウンロードが可能です。

マニュアルに掲載している画面図

このマニュアルに掲載されている画面図はサンプルであり、実際に表示される画面と若干異なる場

合があります。また、画面に表示される項目名は、ご利用環境により異なる場合があります。

サポート
Hitachi Virtual Storage Platform 360 の導入時および運用時のお問い合わせ先は、次のとおりで

す。

• サポートサービスの契約をされているお客様は、以下の連絡先にお問い合わせください。

日立サポートサービス：http://www.hitachi-support.com/

• サポートサービスの契約をされていないお客様は、日立営業窓口にお問い合わせください。
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マニュアルで使用する記号について
このマニュアルでは、製品を安全にご使用いただくための注意書きを、次のとおり記載しています。

注意　

データの消失・破壊のおそれや、データの整合性がなくなるおそれがある場合などの注意を示します。

重要　

重要情報や追加情報を示します。

メモ　

解説、補足説明、付加情報などを示します。

ヒント　

より効率的にストレージシステムを利用するのに役立つ情報を示します。

発行履歴

マニュアル資料番号 発行年月 変更内容

4054-2J-U01-20 2026 年 8 月 適合ソフトウェアバージョン：「1.3.0」

4054-2J-U01-10 2026 年 6 月 適合ソフトウェアバージョン：「1.2.2」

4054-2J-U01-00 2026 年 5 月 初版発行

適合ソフトウェアバージョン：「1.2.1」

はじめに 7
Hitachi Virtual Storage Platform 360 インストールガイド



8 はじめに

Hitachi Virtual Storage Platform 360 インストールガイド



1
Hitachi Virtual Storage Platform 360 の概

要

Hitachi Virtual Storage Platform 360（以下、VSP 360）は、データインフラ管理を簡素化し、意

思決定を支援し、データサービスの提供に必要な時間を短縮する統合管理プラットフォームです。

 1.1 製品概要

Hitachi Virtual Storage Platform 360 の概要 9
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1.1 製品概要

VSP 360 は、ハイブリッドクラウド環境の管理、AIOps による知見を活用したパフォーマンスの積

極的な最適化、およびストレージライフサイクル全体での一貫したデータガバナンスの徹底をサポ

ートします。

VSP 360 には、次の機能が含まれています。

• ストレージのプロビジョニングと管理：ストレージリソースのセットアップ、管理、および保

守を簡素化し、管理の複雑さを軽減します。

• データ保護：ポリシー駆動型のワークフローを使用し、データ保護、リカバリ、保持のための

コピーデータ管理を合理化します。

• 分析：AI 駆動の分析を使用してシステムの状態、容量、およびパフォーマンスに関する知見を

提供し、リソース使用の最適化や潜在的な問題への事前対処をサポートします。

また、VSP 360 の App Store 画面からアプリケーションを追加することで機能を拡張することもで

きます。ただし、国内では未サポートの機能です。

10 Hitachi Virtual Storage Platform 360 の概要
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2
VSP 360 のインストール

VSP 360 は、VMware ESX、KVM、および Hyper‑V プラットフォームへの導入をサポートしてい

ます。

1. システム要件を確認してください。

VSP 360 をインストールする前に、ハードウェア要件およびソフトウェア要件を満たしている

環境かを確認してください。

2. ソフトウェアをダウンロードしてください。

Hitachi Vantara Support のウェブサイトからインストールパッケージを入手してください。

3. 選択したプラットフォームに VSP 360 をインストールします。

• 2.3 VMware vSphere ESX に VSP 360 をインストールする

• 2.4 Hyper-V に VSP 360 をインストールする

• 2.5 KVM に VSP 360 をインストールする

4. デフォルトのプラットフォーム管理者として VSP 360 にログインしてください。

 2.1 システム要件

 2.2 VSP 360 ソフトウェアのダウンロード

 2.3 VMware vSphere ESX に VSP 360 をインストールする

 2.4 Hyper-V に VSP 360 をインストールする

 2.5 KVM に VSP 360 をインストールする

 2.6 デフォルトのプラットフォーム管理者として VSP 360 にログインする

 2.7 SSL 証明書を設定する

VSP 360 のインストール 11
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2.1 システム要件

インストールする前に、環境がすべてのシステム要件を満たしていることを確認してください。

2.1.1 インストール要件

仮想化ソフトウェア

VSP 360 ソフトウェアは Debian GNU/Linux 12（Bookworm）上で動作し、VMware vSphere
ESX、Microsoft Hyper-V、および KVM ハイパーバイザーへのデプロイをサポートしています。

次の表は、サポートされているハイパーバイザー、ホストプラットフォーム、およびゲスト OS の

一覧を示しています。

ハイパーバイザー ホストプラットフォーム 仮想マシン OS（ゲスト OS）

VMware vSphere® ESXi 8.0
Update 3 以降

VMware ESX Debian GNU/Linux 12
（Bookworm）

Microsoft® Hyper-V Manager
10.0.20348.1 以降

Windows Server 2022 Standard,
Version - 21H2

Debian GNU/Linux 12
（Bookworm）

Kernel-based Virtual Machine
（KVM）Virtual Machine Manager
1:4.1.0-2 以降

Debian GNU/Linux 12
（Bookworm）

• Kernel：6.1.0-41-amd64

• QEMU：7.2.19

• libvirt：9.0.0

Debian GNU/Linux 12
（Bookworm）

仮想マシンのリソース要件

システム要件では、VSP 360 のデプロイに必要なハードウェア、ソフトウェア、およびネットワー

クリソースを定義しています。管理対象ストレージシステムの数とデプロイ構成に基づいてシステ

ムサイズを選択してください。

システムサイジングプロファイル

システムプロファイルは、パフォーマンスとスケーラビリティの計画のために、Small、Medium、

Large のカテゴリーに分類されています。次の表は、ストレージシステムの数、およびすべてのス

トレージシステム全体のボリュームとボリュームペアの総数に基づくシステムプロファイルの一覧

を示しています。

サイズ Small Medium Large

ストレージシステム総数 3 19 30

全ストレージシステムの

ボリューム総数

800 5,000 8,000

全ストレージシステムの

ボリュームペア総数

100 300 2,000

デフォルトの VSP 360 インストールに必要な最小システムプロファイル要件

次の表は、Small、Medium、Large の構成でデフォルトの VSP 360 をインストールするための仮

想マシンホストのリソース要件を示しています。

12 VSP 360 のインストール
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カテゴリー Small Medium Large

CPU 12 vCPU 15 vCPU 19 vCPU

メモリー 39 GiB 46 GiB 57 GiB

ストレージ 合計：688 GiB
ルートディスク：295 GiB
データディスク：393 GiB

合計：830 GiB
ルートディスク：295 GiB
データディスク：535 GiB

合計：1,030 GiB
ルートディスク：295 GiB
データディスク：735 GiB

ネットワーク 1G Ethernet adapter 1G Ethernet adapter 1G Ethernet adapter

メモ　 仮想マシン（VM）の時刻は NTP サーバーと同期させる必要があり、システムの安定性と認証トークン

の有効性のために、時刻のずれは 1 分を超えてはなりません。

2.1.2 サポートされているストレージシステム

VSP 360 は、次のストレージシステムをサポートしています。

• VSP One Block 85

• VSP One Block 20 シリーズ

• VSP E シリーズ

• VSP 5000 シリーズ

2.1.3 ポート要件

VSP 360 インストール用のポート

VSP 360 では、インストールおよび管理アクセスに次のポートが使用されます。

ポート プロトコル 一般的なサービス/用途

443 TCP HTTPS 管理

8080 TCP VSP 360 インストールウィザード

通信

メモ　 Kubernetes クラスター内の通信には次の内部ポートが使用され、外部ファイアウォールアクセスは必要

ありません。

• 8080 – クラスター内の内部通信に使用

• 24221 – 分析データの収集に使用

ストレージシステム管理用のポート

VSP 360 は次のポートを使用してストレージシステムと通信します。

ソース ポート/プロトコル 宛先 ポート/プロトコル 用途

VSP 360 any/TCP VSP One B85
（Service IP/ESM）

443/TCP REST API アクセ

ス

31000-31999/UDP
33000-38100/UDP

VSP One B85
（AMC）

31001-31002/UDP RAID Manager 通
信

VSP 360 any/TCP VSP One B20 シリー

ズ（Service IP/ESM）

443/TCP REST API アクセ

ス

VSP 360 のインストール 13
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ソース ポート/プロトコル 宛先 ポート/プロトコル 用途

31000-31999/UDP
33000-38100/UDP

VSP One B20 シリー

ズ

（Controller）

31001-31002/UDP RAID Manager 通
信

VSP 360 any/TCP VSP E シリーズ

（Controller/GUM）

443/TCP REST API アクセ

ス

31000-31999/UDP
33000-38100/UDP

VSP E シリーズ

（Controller/GUM）

31001-31002/UDP RAID Manager 通
信

any/TCP VSP E シリーズ

（SVP）
1099/TCP デバイス管理

any/TCP VSP E シリーズ

（SVP）
51099/TCP デバイス管理

any/TCP VSP E シリーズ

（SVP）
51100-51355/TCP デバイス管理

ポートは SVP セッ

トアップ時に動的

に割り当てられま

す。有効なポート

の範囲は 51100～
51355 です（デフォ

ルト：51100）

VSP 360 any/TCP VSP 5000 シリーズ

（SVP）
443/TCP REST API アクセ

ス

31000-31999/UDP
33000-38100/UDP

VSP 5000 シリーズ

（SVP）
31001/UDP RAID Manager 通

信

any/TCP VSP 5000 シリーズ

（SVP）
11099/TCP デバイス管理

any/TCP VSP 5000 シリーズ

（SVP）
51099/TCP デバイス管理

any/TCP VSP 5000 シリーズ

（SVP）
51100/TCP デバイス管理

SMTP 通知、SNMP 通知、およびマイグレーション用のポート

VSP 360 では、SMTP 通知、SNMP 通知、およびマイグレーションに次のポートが使用されます。

ソース ポート/プロトコル 宛先 ポート/プロトコル 用途

VSP 360 any/TCP SMTP サーバー 25/587/465/TCP SMTP 通知（None
（平文）/
STARTTLS/SSL）

VSP 360 any/UDP SNMP サーバー 162/UDP SNMP トラップ

2.1.4 ストレージ要件

インストールを成功させ、安定した動作を確保するために、次の最小ストレージ要件を満たす必要

があります。

• タイプ：ローカルまたは共有ストレージ（SAN/NAS）

14 VSP 360 のインストール
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• プロビジョニング：シックプロビジョニング（シンプロビジョニングはサポートされていませ

ん）

• パフォーマンス：ディスクあたり最低 100 IOPS

• ディスク I/O レイテンシー：書き込みレイテンシーが 20 ミリ秒未満（5 ミリ秒以下のレイテン

シーを推奨）

メモ　 ディスク I/O パフォーマンスが低いと、インストールの失敗や運用上の問題が発生する可能性がありま

す。最良の結果を得るには、書き込みレイテンシーが 5 ミリ秒未満の SSD または高性能ストレージを使用して

ください。

ディスク I/O パフォーマンスガイドライン

パフォーマンス

レベル

書き込みレイテ

ンシー（ミリ秒）
ストレージタイプ VSP 360 への適合性

Excellent < 5 ms NVMe SSD、エンタープライズ SSD 最適

Good 5-20 ms 標準 SSD、SAS HDD（15K） 許容

Poor 20-100 ms 低速 HDD、負荷の高いストレージシ

ステム

インストールに問題が発生す

る可能性あり

Critical > 100 ms 故障しているディスク、RAID 再構

築

インストールが失敗する可能

性が高い

2.1.5 サポートされているブラウザー

VSP 360 は、Microsoft Edge、Mozilla Firefox、および Google Chrome をサポートしています。

サポートされているバージョンには、各ブラウザーの現在の安定版リリースと 2 つ前のバージョン

までが含まれます。

2.2 VSP 360 ソフトウェアのダウンロード

以下の手順は英文ドキュメントの内容をもとに記載しています。日本国内では VSP 360 ソフトウ

ェアの入手方法が異なります。詳細は「 製品入手方法」を参照してください。

Hitachi Vantara Support のウェブサイトから、VSP 360 ソフトウェアのダウンロードおよび更新

パッケージのダウンロードをします。

操作手順

1. Hitachi Vantara Support のウェブサイトにログインします。

2.［Download Products and Updates］をクリックします。

3.［Software Products Downloads］画面で、下にスクロールして、［VSP 360］をクリックしま

す。

4. インストールファイルの最新バージョンを選択し、［Download］をクリックします。

5.［End User License Agreement］を確認してから、［Continue］をクリックしてダウンロードを

開始します。

2.3 VMware vSphere ESX に VSP 360 をインストールする

VMware vSphere ESX™
ホストに VSP 360 OVA をインストールして仮想マシンを作成し、その後、

新しい仮想マシンにソフトウェアをインストールします。

VSP 360 のインストール 15
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前提条件

• サポートサイトから VSP 360 ソフトウェア（OVA ファイル）をダウンロードします。詳細につ

いては、2.2 VSP 360 ソフトウェアのダウンロードを参照してください。

• 環境がシステム要件を満たしていることを確認してください。詳細については、2.1 システム要

件を参照してください。

• ネットワーク設定（静的 IP、ゲートウェイ、DNS など必要なパラメーター）を記録しておきま

す。

• ターゲットの ESX ホストに接続された VMware vSphere クライアントへのアクセスを確認し

ます。

メモ　 インストール手順の画像は参考用であり、最新のシステム要件を反映していません。最新の情報につい

ては、2.1 システム要件を参照してください。

操作手順

1. VMware vSphere クライアントで、VMware ESX サーバーにログインします。

2. ESX ホストを右クリックし、［Deploy OVF Template］を選択します。

3.［Select an OVF template］画面で、［Local file］を選択します。［UPLOAD FILES］をクリッ

クしてダウンロードした OVA ファイルを参照し、［Next］をクリックします。
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4. 仮想マシンの名前を入力し、仮想マシンを作成する場所を選択して、［Next］をクリックしま

す。

5. 送信先のコンピュートリソース（ホスト）を選択し、［Next］をクリックします。
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6.［Review details］画面で仮想マシンの詳細を確認し、［Next］をクリックします。

7.［Select storage］画面で、構成ファイルおよびディスクファイル用の保存場所を選択し、［Next］
をクリックします。

メモ　 ディスク容量を事前にすべて割り当てるには、仮想ディスクフォーマットとして［Thick
Provision Lazy Zeroed］を選択します。
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8.［Select networks］画面で、各ソースネットワークの送信先ネットワークを選択し、［Next］を

クリックします。

VSP 360 には、手動または恒久的な DHCP 予約によって設定された静的な固定 IP アドレスが

必要です。DHCP によって動的に割り当てられた IP アドレスはサポートされていません。

重要：ホストの IP アドレスはデプロイ後に固定されます。変更しないでください。IP アドレス

を変更すると、クラスター通信が切断され、証明書が無効になり、システムにアクセスできな

くなる可能性があります。

9.［Customize template］画面で、次のテンプレートのプロパティを設定し、［Next］をクリック

します。

1. 初期アクセスの認証情報を設定します。

• User Name：管理者のユーザー名を入力します。

• User Login Password：VMware vSphere クライアントの要件を満たすパスワードを入

力します。

2. ネットワーク設定を構成します。

• Hostname：英字（a-z、A-Z）、数字（0-9）、ハイフン（-）を使用して有効なホスト名を

入力します（例：vsp360-vm1、360-vm）。

• （任意）NTP server：NTP サーバーを指定します。指定しない場合、システムは仮想マ

シンのシステム時刻を使用します。

• IP Address：VSP 360 ホストの eth0 の IP アドレスを入力します。

• Netmask：ネットマスクを入力します。

• Gateway：ゲートウェイの IP アドレスを入力します。

• DNS server：DNS サーバーの IP アドレスを入力します。

• （任意）DNS Domain：DNS ドメイン名を入力します。

3. タイムゾーンを設定します。

デプロイ中に正しいタイムゾーンを選択してください。

メモ　 タイムゾーンはデプロイ後に変更できません。
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10.［Finish］をクリックしてテンプレートをデプロイします。

デプロイの処理には、約 10 分掛かります。仮想マシンは、OVA テンプレートで定義されたデ

フォルトのリソース構成を使用して作成され、Small システムプロファイルに対応します。

11. Medium または Large システムプロファイルを使用するには、システム要件を満たすように

VM CPU、メモリー、およびディスクリソースを手動で増やす必要があります。詳細について

は、2.1 システム要件を参照してください。

12. 仮想マシンのリソースを調整した後：

a. vSphere Client から仮想マシンの電源をオンにします。

b. OVA デプロイ中に設定したユーザー名とパスワードを使用してログインします。

メモ　 パスワードポリシーに準拠するため、初回ログイン時にパスワードの変更を求めるプ

ロンプトが表示されます。
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13. Web ブラウザーを開き、VSP 360 ソフトウェアの URL（http://server-IP-
address:8080）を入力します。

14.［Setup Overview］画面で、デプロイプロファイル（Small、Medium、Large）を確認します。

インストーラーは各プロファイルの CPU、メモリー、およびストレージ要件を検証します。

• システムが複数のプロファイルをサポートしている場合、インストーラーはサポートされて

いる最大のプロファイルを自動的に選択します。プロファイルがサポートされていない場

合、インストーラーはその選択を無効にし、サポートするために追加で必要な CPU、メモ

リー、またはディスク容量を示します。

• 現在の要件を満たすプロファイルから開始し、ワークロードの増加に応じて、または最適な

パフォーマンスのためにより多くのリソースが利用可能になったときに、スケールアップし

てください。

• システムがいずれかのプロファイルの最小要件を満たしていない場合、プロファイルは選択

されず、インストールは無効になります。インストールを続行するには、環境がシステム要

件を満たしていることを確認してください。
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15. 事前に選択されたプロファイルを使用するか、別のサポートされているプロファイルを選択し

てから、［Install］をクリックします。

インストールは、通常 20～40 分で完了します。画面上で進行状況を確認できます。
 

 
16. インストールが完了したら、［Launch］をクリックします。
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メモ　 インストールとシステムの初期化中に、一時的に HTTP 502（Bad Gateway）または 503
（Service Unavailable）のエラーが発生することがあります。これらのエラーは想定内であり、対

処は不要です。

VSP 360 の UI が新しいブラウザータブで開きます。

2.4 Hyper-V に VSP 360 をインストールする

Hyper-V 上でインストールファイルをデプロイすることにより、仮想マシンに VSP 360 をインス

トールできます。

前提条件

• 2.2 VSP 360 ソフトウェアのダウンロードの記載に従って、サポートサイトから VSP 360 ソフ

トウェア（ISO イメージファイル）をダウンロードします。

• 環境がシステム要件を満たしていることを確認してください。詳細については、2.1 システム要

件を参照してください。

• 仮想マシンをネットワークに接続するために仮想スイッチを設定します。

• ネットワーク設定（静的 IP、ゲートウェイ、DNS など）を記録しておきます。

• インストール用のデフォルトの仮想マシンのログイン認証情報を確認してください。

◦ ユーザー名：vspuser
◦ パスワード：pa55word

メモ　 インストール手順の画像は参考用であり、最新のシステム要件を反映していません。詳細については、

2.1 システム要件を参照してください。

操作手順

1. 新しい仮想マシンを作成します。

a. Hyper-V Manager を起動し、サーバー名を右クリックして、［New］－［Virtual Machine］
を選択します。

 

VSP 360 のインストール 23
Hitachi Virtual Storage Platform 360 インストールガイド



 
b. ［New Virtual Machine Wizard］で、［Before You Begin］画面の情報を確認し、［Next］を

クリックします。

 

 
c. ［Specify Name and Location］画面で、仮想マシンの名前を入力し、仮想マシンのファイル

を保存するフォルダーを選択して、［Next］をクリックします。
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新しいフォルダーを作成するか、既存のフォルダーを選択するか、またはデフォルトのフォ
ルダーを使用することができます。

 

 
d. ［Specify Generation］画面で、［Generation 2］をクリックし、［Next］をクリックします。
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e. ［Assign Memory］画面で、システム要件に定義されている仮想マシンのスタートアップメ

モリーを入力し、［Next］をクリックします。

メモ　 インストールの失敗を防ぐため、Use Dynamic Memory for this virtual machine オプ

ションのチェックを外してください。選択したデプロイプロファイルの最小 RAM 要件を満

たす固定メモリー割り当てを設定します。

 

 
f. ［Configure Networking］画面でネットワークスイッチを選択し、［Next］をクリックしま

す。
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g. ［Connect Virtual Hard Disk］画面で、［Create a virtual hard disk］をクリックし、名前、

場所、およびシステム要件に定義されているサイズを入力して、［Next］をクリックします。
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h.［Installation Options］画面で、［Install an operating system from a bootable CD/DVD-
ROM］を選択し、［Image file (.iso)］を選択します。OS インストールメディアを含む ISO
イメージファイルを参照し、［Next］をクリックします。

 

 
i. ［Completing the New Virtual Machine Wizard］画面で、サマリーの情報を確認し、

［Finish］をクリックして仮想マシンを作成します。
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仮想マシンが作成されます。

2. 仮想マシンの設定を構成し、データストレージ用のセカンダリー仮想ハードディスクを追加し
ます。

a. 新しい仮想マシンを右クリックし、［Settings］を選択します。

b. 仮想マシンの設定画面の左側のナビゲーションペインで、［Hardware］オプションを展開

し、次の手順を実行します。

1.［Security］を選択します。

［Security］画面で、［Enable Secure Boot］オプションのチェックを外し、［Apply］を

クリックしてから、［OK］をクリックします。
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2.［Processor］を選択します。

［Processor］画面で、システム要件に定義されている仮想プロセッサーの数を設定し、

［Apply］をクリックしてから、［OK］をクリックします。
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3.［SCSI Controller］を選択します。

［SCSI Controller］画面で、［Add］をクリックしてセカンダリーハードドライブを追加

します。

 

 
［Hard Drive］画面で、［Virtual hard disk］を選択し、［New］をクリックします。
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4.［New Virtual Hard Disk］画面で、［Before You Begin］画面の情報を確認し、［Next］
をクリックします。
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5.［Choose Disk Format］画面で、［VHDX］を選択し、［Next］をクリックします。
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6.［Choose Disk Type］画面で、［Fixed size］を選択し、［Next］をクリックします。
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7.［Specify Name and location］画面で、仮想ハードディスクファイルの名前と場所を入

力し、［Next］をクリックします。
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8.［Configure Disk］画面で、［Create a new blank virtual hard disk］を選択し、システ

ム要件に定義されているディスクサイズを入力して、［Next］をクリックします。
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9.［Completing the New Virtual Hard Disk Wizard］画面で、サマリーの情報を確認し、

［Finish］をクリックして仮想ハードディスクを作成します。

 

 

10. 仮想ハードディスクの作成後、［Apply］をクリックし、［OK］をクリックします。

3. OS をインストールします。

a. 仮想マシンを右クリックし、［Start］を選択します。インストールを完了させるために、イ

ンストールウィザードに従ってください。

b. ［Configure the network］プロンプトで、［Continue］をクリックします。
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c. IP アドレスとネットワーク構成パラメーターを手動で設定するには、［Configure network
manually］を選択します。

 

 
d. プロンプトに次の情報を入力します。

• IP アドレス

• ネットマスク

• ゲートウェイ IP アドレス

• DNS サーバーの IP アドレス

OS のインストールが完了するまで約 30 分待ちます。

4. VSP 360 ソフトウェアをインストールします。

a. 仮想マシンが作成されると、ログインを求められます。次のデフォルトユーザーの認証情報
を使用してログインします。

• ユーザー名：vspuser
• パスワード：pa55word

b. 静的 IP アドレスを設定するよう求められたら、［Yes］を入力します。静的 IP アドレスを設

定するために、次の情報を入力します。

• ホスト名

• IP アドレス

• ネットマスク

• ゲートウェイ IP アドレス

• DNS サーバーの IP アドレス

• ドメイン名
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c. 仮想マシンのタイムゾーンを設定するよう求められたら、［Yes］または［No］を入力しま

す。

［Yes］を入力した場合、プロンプトで必要な情報を入力してタイムゾーンを設定します。

メモ　 タイムゾーンはデプロイ後に変更できません。正しい値を選択してください。

 

 
d. Web ブラウザーを開き、VSP 360 の URL を入力してインストールウィザードを起動しま

す：http://server-IP-address:8080。
e. ［Setup Overview］画面で、デプロイプロファイル（Small、Medium、Large）を確認しま

す。

インストーラーは各プロファイルの CPU、メモリー、およびストレージ要件を検証します。

• システムが複数のプロファイルをサポートしている場合、インストーラーはサポートさ

れている最大のプロファイルを自動的に選択します。プロファイルがサポートされてい

ない場合、インストーラーはその選択を無効にし、サポートするために追加で必要な

CPU、メモリー、またはディスク容量を示します。
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• 現在の要件を満たすプロファイルから開始し、ワークロードの増加に応じて、または最

適なパフォーマンスのためにより多くのリソースが利用可能になったときに、スケール

アップしてください。

• システムがいずれかのプロファイルの最小要件を満たしていない場合、プロファイルは

選択されず、インストールは無効になります。インストールを続行するには、環境がシ

ステム要件を満たしていることを確認してください。

 

 
f. 事前に選択されたプロファイルを使用するか、別のサポートされているプロファイルを選択

してから、［Install］をクリックします。

インストールは、通常 20～40 分で完了します。画面上で進行状況を確認できます。
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g. インストールが完了したら、［Launch］をクリックします。

メモ　 インストールとシステムの初期化中に、一時的に HTTP 502（Bad Gateway）または

503（Service Unavailable）のエラーが発生することがあります。これらのエラーは想定内で

あり、対処は不要です。

VSP 360 の UI が新しいブラウザータブで開きます。

5. ISO ファイルをデプロイして VSP 360 のインストールを完了したあと、システムをセキュアに

して不正アクセスを防ぐために、デフォルトの仮想マシンパスワードを変更する必要がありま
す。コンソールまたは PuTTY を使用して初めて仮想マシンにログインすると、デフォルトパス

ワードの変更を求められます。

 

 

2.5 KVM に VSP 360 をインストールする

Kernel-based Virtual Machine（KVM）ハイパーバイザーにインストールファイルをデプロイし

て、仮想マシンに VSP 360 をインストールできます。
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前提条件

• ベアメタルホストマシンに KVM がインストールされて実行していることを確認してくださ

い。

• 環境がシステム要件を満たしていることを確認してください。詳細については、2.1 システム要

件を参照してください。

• 2.2 VSP 360 ソフトウェアのダウンロードの記載に従って、サポートサイトから VSP 360 ソフ

トウェア（ISO イメージファイル）をダウンロードし、ISO イメージを/var/lib/libvirt/
imagesにコピーします。

• ネットワーク設定（静的 IP、ゲートウェイ、DNS など）を記録しておきます。

• インストール用のデフォルトの仮想マシンのログイン認証情報を確認してください。

◦ ユーザー名：vspuser
◦ パスワード：pa55word

メモ　 インストール手順の画像は参考用であり、最新のシステム要件を反映していません。詳細については、

2.1 システム要件を参照してください。

操作手順

1. 新しい仮想マシンを作成します。

a. Virtual Machine Manager を起動し、 ［File］ －［New Virtual Machine］を選択します。

 

 
b. ［Create a new virtual machine (Step 1 of 5)］画面で、［Local install media (ISO image or

CDROM)］を選択し、［Forward］をクリックします。
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c. ［Create a new virtual machine (Step 2 of 5)］画面で、次の手順を実施します。

1. OS のインストールメディアを含む.isoファイルを参照します。

2.［Automatically detect from the installation media / source］オプションを解除します。

3. 仮想マシンの OS を選択し、［Forward］をクリックします。

 

 
d. ［Create a new virtual machine (Step 3 of 5)］画面で、システム要件に定義されている

［Memory］および［CPU］の値を設定します。
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e. ［Create a new virtual machine (Step 4 of 5)］画面で、次の手順を実施します。

1.［Enable storage for this virtual machine］を選択します。

2.［Create a disk image for the virtual machine］を選択します。システム要件に定義さ

れているプライマリーディスクサイズを入力し、［Forward］をクリックします。

 

 
f. ［Create a new virtual machine (Step 5 of 5)］画面で、次の手順を実施します。

1. 仮想マシンの名前を入力します。

2.［Customize configuration before install］ を選択します。

44 VSP 360 のインストール

Hitachi Virtual Storage Platform 360 インストールガイド



3.［Network selection］を展開し、［Bridge device］を選択します。

4.［br0］デバイスを選択し、［Finish］をクリックします。

 

 
仮想マシンが作成されます。

2. 仮想マシンの設定を構成し、データストレージ用のセカンダリー仮想ハードディスクを追加し
ます。

a. 仮想マシンの設定画面の左側のナビゲーションペインで、［Overview］を選択します。

b. ［Overview］画面で、［Firmware］に対して［UEFI］を選択し、［Apply］をクリックしま

す。

c. セカンダリハードディスクを追加するには、［Add Hardware］をクリックします。
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1.［Add New Virtual Hardware］画面で、システム要件に定義されているディスクサイズ

を入力します。

2.［Device type］には［Disk device］を選択し、［Bus type］には VirtIOを選択します。

3.［Advanced options］を展開します。［Serial］フィールドにディスクの名前を入力し、

［Finish］をクリックします。
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3. OS をインストールします。

a. 仮想マシンを右クリックし、［Start］を選択します。インストールウィザードに従って、OS
のインストールを完了させてください。

b. ［Configure the network］プロンプトで、［Continue］をクリックします。

 

 
c. IP アドレスとネットワーク構成パラメーターを手動で設定するには、［Configure network

manually］を選択します。
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d. プロンプトで次の情報を入力します。

• IP アドレス

• ゲートウェイ IP アドレス

• DNS サーバーの IP アドレス

OS のインストールが完了するまで約 30 分待ちます。

4. VSP 360 ソフトウェアをインストールします。

a. 仮想マシンが作成されると、ログインを求められます。次のデフォルトユーザーの認証情報
を使用してログインします。

• ユーザー名：vspuser
• パスワード：pa55word

b. 静的 IP アドレスを設定するよう求められたら、［Yes］を入力します。静的 IP アドレスを設

定するために、次の情報を入力します。

• ホスト名

• IP アドレス

• ネットマスク

• ゲートウェイ IP アドレス

• DNS サーバーの IP アドレス

• ドメイン名
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c. 仮想マシンのタイムゾーンを設定するよう求められたら、［Yes］または［No］を入力しま

す。

［Yes］を入力した場合、プロンプトで必要な情報を入力してタイムゾーンを設定します。

メモ　 タイムゾーンはデプロイ後に変更できません。正しい値を選択してください。

 

 
d. Web ブラウザーを開き、VSP 360 の URL を入力してインストールウィザードを起動しま

す：http://server-IP-address:8080。
e. ［Setup Overview］画面で、デプロイプロファイル（Small、Medium、Large）を確認しま

す。

インストーラーは各プロファイルの CPU、メモリー、およびストレージ要件を検証します。

• システムが複数のプロファイルをサポートしている場合、インストーラーはサポートさ

れている最大のプロファイルを自動的に選択します。プロファイルがサポートされてい

ない場合、インストーラーはその選択を無効にし、サポートするために追加で必要な

CPU、メモリー、またはディスク容量を示します。

• 現在の要件を満たすプロファイルから開始し、ワークロードの増加に応じて、または最

適なパフォーマンスのためにより多くのリソースが利用可能になったときに、スケール

アップしてください。

• システムがいずれかのプロファイルの最小要件を満たしていない場合、プロファイルは

選択されず、インストールは無効になります。インストールを続行するには、環境がシ

ステム要件を満たしていることを確認してください。
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f. 事前に選択されたプロファイルを使用するか、別のサポートされているプロファイルを選択

してから、［Install］をクリックします。

インストールは、通常 20～40 分で完了します。画面上で進行状況を確認できます。
 

 
g. インストールが完了したら、［Launch］をクリックします。
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メモ　 インストールとシステムの初期化中に、一時的に HTTP 502（Bad Gateway）または

503（Service Unavailable）のエラーが発生することがあります。これらのエラーは想定内で

あり、対処は不要です。

VSP 360 の UI が新しいブラウザータブで開きます。

5. ISO をデプロイして VSP 360 のインストールを完了した後、システムをセキュアにして不正ア

クセスを防ぐために、デフォルトの仮想マシンパスワードを変更してください。

コンソールまたは PuTTY を使用して初めて仮想マシンにログインすると、デフォルトパスワー

ドの変更を求められます。

 

 

2.6 デフォルトのプラットフォーム管理者として VSP 360 にログ

インする

VSP 360 には、VSP 360 サーバーの IP アドレスを使用して即座にサインインできるデフォルトの

自己署名 SSL 証明書が含まれています。あとから新しい SSL 証明書をアップロードして、ホスト

名を使用したセキュアなアクセスを設定し、ブラウザーの警告を解消できます。

インストール後の初期設定を完了するには、デフォルトのプラットフォーム管理者（admin）とし

て VSP 360 にログインします。

操作手順

1. VSP 360 の URL（https://VSP360 サーバーの IP アドレス）にアクセスします。

ブラウザーから初めてログインする場合、信頼された認証局（CA）によって発行されていない

自己署名 SSL 証明書をシステムが使用しているため、ブラウザーにセキュリティー警告が表示

されます。この警告は想定されるものです。

続行するには、［Advanced］をクリックし、次に［Proceed to IP address］をクリックします

（正確なオプションはブラウザーによって異なります）。

2. 次のデフォルトの認証情報を使用して VSP 360 にログインします。

• ユーザー名：admin
• パスワード：ChangeMe.vsp360
初回ログイン時は、セキュリティー上の理由からパスワードを変更する必要があります。

3. 新しいパスワードを入力し、確認のため再入力して、［Change Password］をクリックします。
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パスワードは次の要件を満たす必要があります。

• 少なくとも 8 文字以上の長さにしてください

• 少なくとも 1 つの数字を含めてください

• 大文字と小文字の両方を含めてください

• サポートされている特殊文字（ピリオド（.）、アンダースコア（_）、または感嘆符（!））を

少なくとも 1 つ含めてください。

VSP 360 ダッシュボードで welcome 画面が表示されます。デバイスの登録を開始します。

4.（任意）例えば、https://vsp360.example.comのようにホスト名やドメインネームシステ

ム（DNS）アドレスを使用して VSP 360 にアクセスする場合、次の手順を実行します。

a. ［Administration］－［Authentication］－［SSL Certificates］に移動します。

b. Common Name (CN)フィールドまたは最初の SAN エントリーとしてホスト名または DNS
名を含む、自己署名証明書または CA 署名証明書を生成します。

詳細については、自己署名 SSL 証明書を生成するおよび 証明書署名要求を生成するを参照

してください。

c. 新しい証明書をアップロードします。詳細については、SSL 証明書をアップロードするを参

照してください。

新しい証明書をアップロードすると、システムはデフォルトの証明書を置き換え、ドメイン
名の URL にリダイレクトします。

d. 新しいホスト名の URL を使用して VSP 360 にアクセスし、安全な接続を確認します。

次の作業

VSP 360 がインストールされ、使用できる状態になったら、『Hitachi Virtual Storage Platform 360
User Guide』の記載のとおり、デバイスの登録、アクセスの設定、ストレージシステムの構築と管

理、データ保護の有効化、ストレージシステムの状態とパフォーマンスの監視をすることができま

す。

2.7 SSL 証明書を設定する

SSL 証明書を使用して、VSP 360 の HTTPS 通信を有効にし、公開鍵暗号化を使用して機密データ

を保護します。VSP 360 は秘密鍵を使用してデータを復号化し、セキュアな接続を介して送信され

たデータを VSP 360 だけが読み取れるようにします。

証明書署名要求（CSR）を生成し、認証局（CA）に送信して SSL 証明書と秘密鍵を取得します。

または、開発環境やテスト環境で使用するための自己署名証明書を生成することもできます。

メモ　 証明書のインストールがどこかの段階で失敗した場合、システムは自動的に以前に設定された証明書に

戻ります。

2.7.1 証明書署名要求を生成する

証明書署名要求（CSR）は、認証局（CA）が SSL 証明書を発行するために必要な情報を含んでい

ます。CSR ファイルには、ドメイン名または IP アドレス、組織名、所在地、および SSL 証明書の

生成に必要なその他の情報などの詳細が含まれています。

前提条件

• デフォルトのプラットフォーム管理者（admin）としてログインしていることを確認してくだ

さい。
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• VSP 360 には単一のホスト名（プライマリーホスト）からだけアクセスできます。ワイルドカ

ード証明書の場合、証明書をアップロードする際にワイルドカードパターンに一致するプライ

マリーホストを入力する必要があります（*.company.com の場合は vsp360.company.com な

ど）。ワイルドカード証明書ではない場合、プライマリーホストは Common Name がデフォル

トになります。

操作手順

1.［Administration］ －［Authentication］ －［SSL Certificates］に移動します。

2.［SSL Certificate］画面で、［Generate CSR］をクリックします。

3.［Generate CSR（Certificate Signing Request）］画面で、次の情報を入力します。

• Common Name（CN）には、証明書で保護するサーバーのプライマリー FQDN（完全修飾

ドメイン名）を入力します。（例: vsp360.company.com）。ワイルドカード証明書を使用する

予定がある場合は、Common Name にワイルドカードを使用することもできます。

メモ　 Common Name には FQDN を使用することを推奨します。追加のドメインや IP ア

ドレスは、Subject Alternative Names（SAN）フィールドに追加できます（Common Name
が含まれていない場合は、自動的に SAN に追加されます）。

• 暗号化キータイプとして RSA または ECDSA を選択します。

• キーの種類に基づいて鍵長/暗号化曲線を選択します。

◦ RSA - 2048 または 4096 ビット

◦ ECDSA - P-256 または P-384

• CSR 署名で使用するハッシュアルゴリズムを選択します。

◦ SHA-256 (デフォルト)

◦ SHA-384

◦ SHA-512

• Subject Alternative Names（SANs）に、証明書で保護する追加のドメインまたは IP アド

レスを入力します。エントリーごとに［Enter］キーを押します（例：vsp360-
backup.company.com、192.168.1.100、10.0.0.50）。ユーザーが IP アドレスと DNS 名の両

方を使用して VSP 360 にアクセスする場合は、両方を含めてください。

メモ　

SAN エントリーは、リストされたすべてのホスト名での TLS 検証をサポートします。ただ

し、VSP 360 の認証はプライマリーホストに限定されます。

• 組織（法的名称）を入力します（例：日立ヴァンタラ）。

• リクエストを処理する組織単位（部門）名を入力します（例：IT 部門）。

• 連絡先用のメールアドレスを入力します。

• 組織が所在する都市（または地域）を入力します。

• 組織が所在する州（または都道府県）を入力します。

• 国名を入力するか、2 文字の ISO 国コードを使用できます（例：米国の場合は US、日本の

場合は JP）。
4.［Download CSR］をクリックします。

次のファイルを含む ZIP ファイルがダウンロードされます。
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• csr.pem: CSR ファイル。

• private_key.pem：秘密鍵ファイル。このファイルは安全に保管し、CA 署名付き証明書

をアップロードする際に使用してください。

5. ZIP ファイルを解凍します。

6. csr.pemファイルを CA に送信します。

次の作業

CA が SSL 証明書を発行したあと、2.7.2 SSL 証明書をアップロードするの説明に従って証明書と

秘密鍵をアップロードします。

2.7.2 SSL 証明書をアップロードする

信頼された CA によって署名された SSL 証明書をアップロードします。新しい SSL 証明書をアッ

プロードすると、既存の証明書が置き換えられます。

前提条件

• デフォルトのプラットフォーム管理者（admin）としてログインします。

• 次の情報を確認してください。

◦ 次のファイルがローカルに保存されていること。

BEGIN および END マーカーを含む SSL 証明書ファイル（.crt、.pem、または.cer）

BEGIN および END マーカーを含む秘密鍵ファイル（.key または.pem）

秘密鍵が暗号化されている場合はパスフレーズ

◦ 署名アルゴリズムが以下の要件を満たしていること。

RSA は 2048 または 4096 ビット

ECDSA は P-256 または P-384

◦ サブジェクト代替名（Subject Alternative Names）に DNS 名または IP アドレスが含まれ

ていること。

◦ SSL 証明書に IP アドレスが含まれている場合、少なくとも 1 つはクラスターノードの IP
アドレスと一致する必要があります。

◦ PKCS#8 形式の秘密鍵だけがサポートされています。レガシー RFC 1423 を使用して暗号

化された秘密鍵はサポートされていません。

操作手順

1.［Administration］ －［Authentication］ －［SSL Certificates］に移動します。

2. SSL Certificate 画面で、［Upload Certificate］をクリックします。

3. Upload Certificate 画面で、次のことを完了してください。

a. 秘密鍵が暗号化されている場合は、パスフレーズを入力します。それ以外の場合は、このフ
ィールドを空のままにします。

b. ワイルドカード証明書を使用している場合は、［Primary Host］に VSP 360 にアクセスする

場所を入力する必要があります。たとえば、ワイルドカードが*.company.com をカバーして

いる場合、［Primary Host］フィールドに特定のホスト名（例：vsp360.company.com）を

入力する必要があります。ワイルドカードではない証明書の場合、プライマリーホストは証
明書の Common Name (CN)または最初の SAN エントリーがデフォルトになります。証明

書が複数の DNS 名（SAN エントリー）をカバーしている場合、証明書のアップロード処理

中にそれらのどれかをプライマリーホストとして使用できます。

c. 次のファイルをドラッグアンドドロップします。
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• SSL 証明書ファイル - BEGIN CERTIFICATE と END CERTIFICATE のマーカーを

含めてください。例：

-----BEGIN CERTIFICATE-----
... (Base64 encoded data) ...
-----END CERTIFICATE-----

• 秘密鍵ファイル - BEGIN PRIVATE KEY と END PRIVATE KEY のマーカーを含めて

ください。例：

-----BEGIN PRIVATE KEY-----
... (encoded data) ...
-----END PRIVATE KEY-----

4.［Apply］をクリックして SSL 証明書をインストールします。

URL が更新され、セキュアなアクセスのために HTTPS が使用されます。

2.7.3 自己署名 SSL 証明書を生成する

テスト、開発、または内部環境用に自己署名 SSL 証明書を生成してインストールできます。ただ

し、これらの証明書は信頼された認証局（CA）によって発行された証明書ではないため、使用時に

ブラウザーに警告が表示される可能性があります。本番環境では、CA 署名付き証明書を使用して

ください。

前提条件

• デフォルトのプラットフォーム管理者（admin）としてログインしていることを確認してくだ

さい。

• VSP 360 には単一のホスト名（プライマリーホスト）からアクセスできます。ワイルドカード

証明書の場合、証明書をアップロードする際にワイルドカードパターンに一致するプライマリ

ーホストを指定する必要があります（*.company.com の場合は vsp360.company.com など）。ワ

イルドカード証明書ではない場合、プライマリーホストは Common Name がデフォルトになり

ます。

操作手順

1.［Administration］ －［Authentication］ －［SSL Certificates］に移動します。

2.［SSL Certificates］画面で、［Generate Self-Signed Certificate］をクリックします。

3.［Generate Self-Signed Certificate］画面で、次の情報を入力します。

• 暗号化キータイプとして RSA または ECDSA を選択します。

• キータイプに基づいて鍵長/暗号化曲線を選択します。

◦ RSA - 2048 または 4096 ビット

◦ ECDSA - P-256 または P-384
セキュリティーとパフォーマンスのバランスを取るために、RSA 2048 または ECDSA
P-256 を使用することを推奨します。

• Common Name（CN）には、証明書で保護するサーバーのプライマリー FQDN（完全修飾

ドメイン名）を入力します。（例:vsp360.company.com）。

メモ　 Common Name には FQDN を使用することを推奨します。追加のドメインや IP ア

ドレスは、Subject Alternative Names（SANs）フィールドに追加できます（Common Name
が含まれていない場合は、自動的に SANs 一覧に追加されます）。
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• 有効期間を日数で指定します（例：1 年の場合は 365、5 年の場合は 1825）。証明書の有効

期限についてカレンダーリマインダーを設定してください。

• Subject Alternative Names（SANs）に、証明書に追加するドメインまたは IP アドレスを

入力します。エントリーごとに Enter キーを押します（例：vsp360-backup.company.com、

192.0.2.1）。

メモ　 Subject Alternative Names は、一覧に表示されたすべてのホスト名での TLS 検証に

使用されますが、VSP 360 認証（ログイン）はプライマリーホストだけに制限されています。

追加の SAN エントリーはログイン URL として使用できません。

4.［Generate］をクリックします。

自己署名 SSL 証明書が生成され、インストールされます。新しい URL にリダイレクトされま

す。

2.7.4 SSL 証明書エラーのトラブルシューティング

次の表に、一般的なエラー、その原因、および推奨される解決策を示します。

エラーメッセージ 原因 推奨アクション

Certificate and key mismatch 秘密鍵が証明書と一致していませ

ん。

正しい証明書と秘密鍵のペアを使

用してください。

RSA key must be at least 2048
bits

RSA 鍵の長さが 2048 ビット未満

です。

鍵の長さが 2048 ビット以上の新

しい CSR を生成してください。

Certificate must contain at least
one DNS name or IP address in
Subject Alternative Names

サブジェクト代替名（SAN）があり

ません。

SAN エントリーを含めて証明書を

再生成してください。

IP address does not match
cluster nodes

証明書の IP アドレスがクラスター

内にありません。

クラスターノードの IP アドレスま

たは DNS 名を使用してください。

Legacy encryption not supported 証明書が RFC 1423 暗号化鍵を使

用しています。

鍵を PKCS#8 形式に変換してくだ

さい。

Encrypted key requires password パスフレーズが必要です。 秘密鍵のパスフレーズを入力して

ください。

56 VSP 360 のインストール

Hitachi Virtual Storage Platform 360 インストールガイド



3
VSP 360 ソフトウェアの更新

VSP 360 ソフトウェアの更新が利用可能になった際、日立ヴァンタラから通知を出します。更新

中、ソフトウェアが再起動し、システムが最大 80 分間応答しないおそれがあるため、それを踏ま

えて計画を立ててください。更新プロセスが中断されるおそれがあるため、更新処理中は画面を更

新したり、ソフトウェアを操作したりしないでください。更新を開始する前に、このダウンタイム

を考慮した計画を立ててください。

 3.1 v1.2.2 から v1.3.0 へソフトウェアを更新する

 3.2 v1.3.0 から新しいバージョンへのソフトウェアの更新

 3.3 ソフトウェア更新に関するトラブルシューティング

 3.4 システムアラートに基づいてリソースをスケーリングする
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3.1 v1.2.2 から v1.3.0 へソフトウェアを更新する

以下の手順は英文ドキュメントの内容をもとに記載しています。日本国内では VSP 360 ソフトウ

ェアの入手方法が異なります。詳細は「 製品入手方法」を参照してください。

VSP 360 ソフトウェアを v1.2.2 から新しいバージョンに更新できます。

前提条件

• admin ロールを持つユーザーとしてログインしていることを確認してください。

• Hitachi Vantara Support のウェブサイトから更新パッケージをダウンロードします。

• 環境が 2.1 システム要件を満たしていることを確認してください。

• VSP 360 仮想マシンが、必要な CPU、メモリー、またはストレージリソース要件を満たしてい

ない場合は、仮想マシンの電源をオフにし、必要に応じて仮想マシンのリソースを調整してか

ら、仮想マシンを再起動します。

メモ　

使用可能なディスク容量の合計は、既存の ZFS プールサイズと新しく追加された RAW ディスク

の合計として計算されます。

• 新しいディスクを追加する場合に、ディスクが RAW（パーティションなし）で、ファイルシ

ステムがなく、マウントされていないとき、インストーラーは新しいディスクを自動的に検出

します。

• 既存のディスクを拡張する場合、インストーラーはディスクの拡張を自動的には検出しませ

ん。

ZFS が新しいディスクサイズを認識できるようにするには、次の手順を実行します。

1. ZFS プールの詳細を取得するには、次のコマンドを実行します。

zpool list

2. ZFS プールのステータスと構成を取得するには、次のコマンドを実行します。

zpool status <zfs-pool-name>

3. デバイスをオンラインにし、増加したディスクサイズを含むようにプールを拡張するに

は、次のコマンドを実行します。

zpool online -e <zfs-pool-name> <device-identifier>

操作手順

1. 仮想マシンの手動スナップショットを作成します。

ソフトウェアの更新には自動バックアップは含まれていません。

2.［Administration］－［Software Update］に移動します。

3.［Software Update］画面で、［Upload Package］をクリックします。

4. インストールパッケージを参照してパッケージを選択し、［Open］をクリックします。

アップロードが完了すると、VSP 360 ソフトウェアを即時または後で更新できます。以前のバ

ージョンのソフトウェアに戻すことはできません。

5. 更新を開始するには、［Update Version］をクリックします。

6.［Upgrade Profile］画面で、使用可能なプロファイル（Small、Medium、および Large）を確

認します。事前に選択されたプロファイルを使用するか、別のサポートされているプロファイ
ルを選択してから、［Proceed］をクリックします。
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現在使用中のプロファイルには［Current］というラベルが付いています。複数のプロファイル

がサポートされている場合、インストーラーは自動的に最大の使用可能なオプションを選択し
ます。サポートされていないプロファイルは無効になっており、インストーラーはそれらをサ
ポートするために必要な追加の CPU、メモリー、またはディスク容量を示します。

メモ　 現在使用中のプロファイルよりも小さいプロファイルを選択すると、インストーラーはシ

ステム容量とワークロードパフォーマンスへの潜在的な影響を強調するダウングレード警告を表

示します。ダウングレードを続行する前に、この警告をよく確認し、影響を理解してください。

 

 
7.［Pre-Update］画面で、更新を開始する前に完了する必要がある手順（データのバックアップな

ど）を確認してから、［Proceed with Update］をクリックします。

［Update］画面には、ソフトウェアの検証からサービスの再起動まで、更新の各段階の進行状況

が表示されます。このプロセスには最大 80 分かかることがあります。更新が完了するまで、画

面を閉じたり更新したりしないでください。

［Summary］画面には、バージョン更新成功のメッセージが表示されます。これで、最新バー

ジョンの VSP 360 を使用できます。

メモ　

• ソフトウェアの更新とシステムの初期化中に、一時的に HTTP 502（Bad Gateway）または

503（Service Unavailable）エラーが表示されることがあります。これらのエラーは想定内で

あり、対処は不要です。

• 更新後、401 エラーによりセッションが無効化され、［Leave Site］画面が表示される場合が

あります。繰り返しプロンプトが表示されないようにするには、［Prevent this page from
creating additional dialogs］チェックボックスを選択してください。［Leave］または

［Cancel］を選択して続行します。選択内容に関わらず、［Signout Confirmation］画面にリ

ダイレクトされます。［Log Out］をクリックしてから、再度ログインします。
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再認証後、Dashboard 画面が表示されます。サービスが再起動中の場合、503（Service
Unavailable）エラーが表示されることがあります。最大 10 分待ってから、画面を更新して

データを表示してください。

• 更新後、最新の UI が表示されない場合は、ログアウトしてから再度ログインしてください。

詳細については、3.3 ソフトウェア更新に関するトラブルシューティングを参照してくださ

い。

インストールされているバージョンを確認するには、 ［Administration］ －［Software
Update］に移動します。［Installed Version History］セクションには、インストールされたバ

ージョン、インストール日、ソフトウェアをインストールしたユーザー、およびステータスを
含むインストール履歴が表示されます。

3.2 v1.3.0 から新しいバージョンへのソフトウェアの更新

VSP 360 ソフトウェアを v1.3.0 から新しいバージョンに更新できます。

前提条件

• admin ロールを持つユーザーとしてログインしていることを確認してください。

• Hitachi Vantara Support のウェブサイトから更新パッケージをダウンロードします。

• 環境がシステム要件を満たしていることを確認してください。

• VSP 360 仮想マシンが、必要な CPU、メモリー、またはストレージリソース要件を満たしてい

ない場合は、仮想マシンの電源をオフにし、必要に応じて仮想マシンのリソースを調整してか

ら、仮想マシンを再起動します。

メモ　

使用可能なディスク容量の合計は、既存の ZFS プールサイズと新しく追加された RAW ディスク

の合計として計算されます。

• 新しいディスクを追加する場合に、ディスクが RAW（パーティションなし）で、ファイルシ

ステムがなく、マウントされていないとき、インストーラーは新しいディスクを自動的に検出

します。

• 既存のディスクを拡張する場合、インストーラーはディスクの拡張を自動的には検出しませ

ん。

ZFS が新しいディスクサイズを認識できるようにするには、次の手順を実行します。

1. ZFS プールの詳細を取得するには、次のコマンドを実行します。

zpool list

2. ZFS プールのステータスと構成を取得するには、次のコマンドを実行します。

zpool status <zfs-pool-name>

3. デバイスをオンラインにし、増加したディスクサイズを含むようにプールを拡張するに

は、次のコマンドを実行します。

zpool online -e <zfs-pool-name> <device-identifier>

操作手順

1. 仮想マシンの手動スナップショットを作成します。

ソフトウェアの更新には自動バックアップは含まれていません。

2.［Administration］ －［Software Update］に移動します。
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3.［Software Update］画面で、［Upload Package］をクリックします。

4. インストールパッケージを参照してパッケージを選択し、［Open］をクリックします。

アップロードが完了すると、VSP 360 ソフトウェアを即時または後で更新できます。以前のバ

ージョンのソフトウェアに戻すことはできません。

5. 更新を開始するには、［Update Version］をクリックします。

6.［Upgrade Profile］画面で、使用可能なプロファイル（Small、Medium、および Large）を確

認します。事前に選択されたプロファイルを使用するか、別のサポートされているプロファイ
ルを選択してから、［Proceed］をクリックします。

現在使用中のプロファイルには［Current］というラベルが付いています。複数のプロファイル

がサポートされている場合、インストーラーは自動的に最大の使用可能なオプションを選択し
ます。サポートされていないプロファイルは無効になっており、インストーラーはそれらをサ
ポートするために必要な追加の CPU、メモリー、またはディスク容量を示します。

メモ　 現在使用中のプロファイルよりも小さいプロファイルを選択すると、インストーラーはシ

ステム容量とワークロードパフォーマンスへの潜在的な影響を強調するダウングレード警告を表

示します。ダウングレードを続行する前に、この警告をよく確認し、影響を理解してください。

 

 
7.［Pre-Update］画面で、更新を開始する前に完了する必要がある手順（データのバックアップな

ど）を確認してから、［Proceed with Update］をクリックします。

［Update］画面には、ソフトウェアの検証からサービスの再起動まで、更新の各段階の進行状況

が表示されます。このプロセスには最大 80 分かかることがあります。更新が完了するまで、画

面を閉じたり更新したりしないでください。

［Summary］画面には、バージョン更新成功のメッセージが表示されます。これで、最新バー

ジョンの VSP 360 を使用できます。

インストールされているバージョンを確認するには、 ［Administration］ －［Software
Update］に移動します。［Installed Version History］セクションには、インストールされたバ
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ージョン、インストール日、ソフトウェアをインストールしたユーザー、およびステータスを
含むインストール履歴が表示されます。

メモ　 最新の UI が表示されない場合は、ログアウトしてから再度ログインしてください。詳細

については、3.3 ソフトウェア更新に関するトラブルシューティングを参照してください。

3.3 ソフトウェア更新に関するトラブルシューティング
VSP 360 を最新バージョンに更新したあと、キャッシュされたセッションデータによって、ブラウ

ザーが以前のインターフェースを表示し続ける場合があります。

更新されたインターフェースと機能が正しく表示されるようにするには、次のどちらかの方法を使

用してください。

方法 1：再認証（推奨）

ログアウトして再度ログインすると、現在のセッション状態がクリアされ、更新された UI コンポ

ーネントが読み込まれます。

1. UI の右上の隅にあるユーザーアイコンをクリックし、［Log Out］を選択します。

2. ユーザーの認証情報を使用して再度ログインします。

UI が最新の変更を反映していることを確認します。

方法 2：直接 URL アクセス

キャッシュされたエントリーポイントを迂回するために、直接コントロールパスを通じて VSP 360
にアクセスします。

1. ブラウザーのアドレスバーに「http://VSP360 のホスト名または IP アドレス /control」を入力し

ます。VSP 360 インスタンスのホスト名または IP アドレスを使用してください。

2. 再度ログインを求められた場合は、ユーザーの認証情報を入力します。

UI が最新の変更を反映していることを確認します。

3.4 システムアラートに基づいてリソースをスケーリングする

VSP 360 は、システムリソースの使用状況を監視し、使用量が定義されたしきい値を超えた場合に

アラートを生成します。これらのアラートは、追加の容量が必要なタイミングの判断をサポートし、

最適なパフォーマンスを維持するためにリソース割り当てを手動で調整できるようにします。

前提条件
admin ロールを持つユーザーとしてログインしていることを確認してください。

操作手順

1.［Monitoring］－［System Alerts］に移動します。

Alerts Manager 画面には、アクティブなアラートが表示されます。

2. VPA および Loki に関連するアクティブなアラートを確認します。どのサービスに追加のリソ

ースが必要か、また未割り当てのシステム容量が十分にあるかどうかを特定します。
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• システム容量が十分にある場合は、［Adjust Resources］をクリックして、推奨される追加

リソースを指定されたサービスに割り当てます。

• システムに必要な容量がない場合は、次の手順を実行します。

1. 仮想マシンの CPU、メモリー、またはディスクサイズを増やします。

2. 仮想マシンを再起動して、新しいリソース構成を適用します。

3. VSP 360 UI から、 ［Monitoring］ －［System Alerts］に移動します。

4. アクティブなアラートを見つけ、アラートの説明を確認して十分な容量があるかどうか

を判断してから、［Adjust Resources］をクリックして、新しく追加された容量を VSP
360 サービスに割り当てます。この操作によって、アプリケーションが再起動されます。
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